
◆
イ
ン
ド ヴァラナシ国際協力・コンベンションセンター建設計画

日
印
の
友
好
関
係
を
象
徴

環境配慮型設計で課題解決に寄与

フ ジ　タ

（１０）（第３種郵便物認可） ２０２３年　（令和５年）　１月１１日　（水曜日）

完成したヴァラナシ国際協力・コンベンションセンター

エントランス（写真右）と観客席（同左）の内観

　
日
印
関
係
の
歴
史
は
古
く

国
交

樹
立
は
イ
ン
ド
独
立
か
ら
わ
ず
か
５

年
後
の
１
９
５
２
年
だ

た

イ
ン

ド
に
対
す
る
日
本
の
政
府
開
発
援
助

︵
Ｏ
Ｄ
Ａ
︶
は

年
の
第
１
次
円
借

款
か
ら
始
ま
り

以
降
両
国
間
の
友

好
関
係
の
構
築
と
強
化
に
寄
与
し
て

き
た

ヴ

ラ
ナ
シ
国
際
協
力
・
コ

ン
ベ
ン
シ

ン
セ
ン
タ

建
設
プ
ロ

ジ

ク
ト
も
日
本
の
無
償
資
金
協
力

に
よ
る
も
の
だ

２
０
１
６
年
日
印

首
脳
会
談
の
際
に
は
本
プ
ロ
ジ

ク

ト
に
つ
い
て
モ
デ

首
相
よ
り
感
謝

の
意
が
示
さ
れ

両
国
の
友
好
関
係

強
化
の
象
徴
と
な

た


　
コ
ン
ベ
ン
シ

ン
セ
ン
タ

の
位

置
す
る
ヴ

ラ
ナ
シ
市
は

聖
な
る

ガ
ン
ジ
ス
川
に
臨
む

数
千
年
の
古

来
よ
り
厚
い
信
仰
を
集
め
る
ヒ
ン
ズ


教
の
聖
地
だ

イ
ン
ド
政
府
の
掲

げ
る
ス
マ

ト
シ
テ


構
想
の
対

象
都
市

ま
た
国
際
連
合
教
育
科
学

文
化
機
関
︵
Ｕ
Ｎ
Ｅ
Ｓ
Ｃ
Ｏ
︶
の
創

造
都
市
ネ

ト
ワ

ク
音
楽
部
門
の

加
盟
都
市
で
あ
り

今
後
の
経
済
・

文
化
的
な
発
展
が
期
待
さ
れ
る

コ

ン
ベ
ン
シ

ン
セ
ン
タ

は
観
客
席

数
１
２
０
０
席
の
メ
イ
ン
ホ

ル
を

有
し

知
的
交
流
・
芸
術
的
交
流
・

人
材
交
流
の
拠
点
と
な
る


　
建
物
の
デ
ザ
イ
ン
は

ヒ
ン
ズ


教
の
シ
ン
ボ
ル
で
あ
る
シ
バ
リ
ン
ガ

ム
が
モ
チ

フ
に
な

て
い
る

モ

デ

首
相
に
よ

て
コ
ン
ベ
ン
シ


ン
セ
ン
タ

に
は
﹁
ル
ド
ラ
ク
シ


︵
Ｒ
ｕ
ｄ
ｒ
ａ
ｋ
ｓ
ｈ
︶
﹂
︵
菩
提


ぼ
だ
い

樹
の
実
︶
と
い
う
愛
称

が
付
け
ら
れ
た

こ
の
ル
ド
ラ
ク
シ


は
建
物
の
装
飾
デ
ザ
イ
ン
に
も
使

用
さ
れ
て
い
る


　
複
雑
で
立
体
的
な
考
慮
を
必
要
と

す
る
形
状
の
建
物
の
た
め

Ｂ
Ｉ
Ｍ

を
採
用
し
て
施
工
を
行

た

エ
ン

ト
ラ
ン
ス
上
部
大
屋
根
を
斜
め
鉄
骨

柱
で
支
え

各
種
円
形
線
を
駆
使
し

た
平
面
形
状
を
持

た
複
雑
な
構
造

の
建
屋
で
さ
ら
に
舞
台
外
周
に
は


鉄
骨
フ
レ

ム
を
上
部
躯
体
よ
り
支

え
外
部
へ
跳
ね
出
し
た
構
造
の
外
壁

デ
ザ
イ
ン
を
採
用
し
て
い
る


　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

パ
ン
デ
ミ

ク
︵
世
界
的
大
流
行
︶

は

本
プ
ロ
ジ

ク
ト
に
も
大
き
な

影
響
を
与
え
た

感
染
が
広
が

た

際
に
は

政
府
に
よ

て
ロ

ク
ダ

ウ
ン
︵
都
市
封
鎖
︶
が
実
施
さ
れ


労
働
者
を
含
め
職
員
全
員
が
移
動
で

き
ず
に
宿
舎
で
の
待
機
を
余
儀
な
く

さ
れ
た

屋
根
施
工
中
の
突
然
の
外

出
禁
止
令
で
あ

た
た
め

長
期
作

業
中
止
に
対
す
る
備
え
を
行
う
こ
と

が
で
き
ず

内
装
材
に
対
す
る
再
施

工
を
行
わ
ざ
る
を
得
な
い
事
態
も
発

生
し
た

ロ

ク
ダ
ウ
ン
が
解
除
さ

れ
た
と
同
時
に
作
業
に
取
り
か
か
れ

た
も
の
の

多
く
の
労
働
者
を
呼
び

戻
す
の
に
約
１
カ
月
を
要
し
た


　
イ
ン
ド
は
大
気
汚
染
水
質
汚
染


廃
棄
物
な
ど
深
刻
な
環
境
問
題
を
抱

え
て
い
る

ヴ

ラ
ナ
シ
も
例
外
で

は
な
く

環
境
改
善
は
喫
緊
の
課
題

と
な

て
い
る

コ
ン
ベ
ン
シ

ン

セ
ン
タ

の
大
き
な
特
徴
の
一
つ

は

省
エ
ネ
に
配
慮
し
た
環
境
配
慮

型
の
設
計
だ
本
プ
ロ
ジ

ク
ト
は


ヒ

ト
ア
イ
ラ
ン
ド
現
象
の
低
減
や

施
工
時
の
公
害
対
策

再
生
可
能
エ

ネ
ル
ギ

の
使
用

労
働
者
の
安
全

衛
生

オ
ペ
レ

シ

ン

メ
ン
テ

ナ
ン
ス
な
ど
が
高
く
評
価
さ
れ
て
お

り

現
在

グ
リ

ン
ビ
ル
デ

ン

グ
の
ビ
ジ

ン
実
現
の
た
め
の
評
価

シ
ス
テ
ム
Ｇ
Ｒ
Ｉ
Ｈ
Ａ︵G

reen R
a

ting for Integrated H
abitat A

ssessm
ent

︶
の
３
等
級
取
得
に
向

け
動
い
て
い
る

本
プ
ロ
ジ

ク
ト

は
エ
ネ
ル
ギ

消
費
や
周
辺
居
住
者

の
健
康
と
福
祉

地
球
環
境
と
地
域

環
境
へ
の
影
響
に
つ
い
て
検
討
す
る

こ
と
で
建
設
の
段
階
だ
け
で
な
く


保
守
運
用
の
段
階
に
お
い
て
も
環
境

に
配
慮
し
て
い
る


　
﹁

高

環
境
づ
く
り
﹂
を
ス
ロ


ガ
ン
と
す
る
フ
ジ
タ
は

イ
ン
ド

の
プ
ロ
ジ

ク
ト
に
お
い
て
も
国
内

外
で
培

た
高
い
技
術
力
に
よ

て

快
適
で
豊
か
な
環
境
づ
く
り
に
取
り

組
ん
で
き
た

ヴ

ラ
ナ
シ
国
際
協

力
・
コ
ン
ベ
ン
シ

ン
セ
ン
タ

は

両
国
の
友
好
の
証
で
あ
り

ロ
ビ


に
は
日
印
関
係
強
化
の
立
役
者
で

﹁
日
印
新
時
代
﹂
を
築
い
た
安
倍
晋

三
元
首
相
と
モ
デ

首
相
の
写
真
が

数
多
く
飾
ら
れ
て
い
る


　
竣
工
翌
年
の
今
年
は

日
印
国
交

樹
立

周
年
と
い
う
節
目
の
年
に
当

た
る

世
代
を
超
え
て
日
印
双
方
の

夢
と
希
望
が
と
も
に
発
展
し
続
け
る

こ
と
を
願

て
掲
げ
ら
れ
た
今
年
の

テ

マ
は﹁Building a future fo

r our Centenary

﹂

フ
ジ
タ
は

建
設
プ
ロ
ジ

ク
ト
を
通
し
て

日

印
関
係
の
強
化
と
イ
ン
ド
の
さ
ら
な

る
発
展
に
こ
れ
か
ら
も
貢
献
し
て
い

く


　
︵
国
際
事
業
部
　
南
ア
ジ
ア
部
・

田
畑
貢
︶

日刊建設工業新聞２０２３年１月１１日（水）掲載


